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ようやく秋の冷ややかさを朝夕に感じる時節となりました。新型コロナウイルス問題は引き続いていますが、みなさまにはいかがお過ごしでしょうか。

　さてヒバクシャ国際署名は国連に送るため、9月18日までに日本被団協他各団体の中央本部に送付されました。最終盤の取り組み、お疲れ様でした。

福岡県全体での署名数は32万筆を超え、目標を達成！

■福岡県の署名累計数は324,105筆となり、目標の30万筆を超えました。署名推進連絡会に参加された諸団体およびこの5年間の署名活動に取り組まれたすべてのみなさまとともに喜び合い、核兵器禁止条約の発効から廃絶への具体的な展望をともにしっかりと切り開いていきましょう。

■日本被団協事務局からの報告ですが、全国の累計署名数は12,612,798筆となりました。新型コロナウイルスの影響で、国連総会に参加できないことから、先日日本被団協より国連軍縮部宛てにメールで提出されました。

■署名はその後も寄せられており、核兵器禁止条約の批准国もマレーシアの批准により46ヵ国となって発効がいよいよ間近に迫っていること、ヒバクシャ国際署名のニーズが国内外でかつてないほど高まっていることから、中央のヒバクシャ国際署名連絡会として、署名活動は2020年末まで活動を継続し、1月初めに集約、1月中に最終提出を行うことを決定したとのことです。
　　・新たな最終集約日、いつどのような形で提出するのかは現在調製中

　　・9月までで活動を終了した組織が再開するかどうかは各組織や地域連絡会の判断に委ねる

　　・条約が10月に50ヵ国批准を達成した場合、発効が90日後の1月中になること、延長されている2020年NPT再検討会議も1月に開催される予定であることから、2016年度からの活動の集大成を1月に定めることにした

とのことです。

＊福岡県の署名推進連絡会では事務局会議を予定していますので（日程は現在未定）、そこで今後の活動を協議し、連絡いたします。それぞれの組織で当面できる署名の呼びかけ、集約等の取り組みをお願いします。
